
　
早
川
委
員
長
「
今
年
度
も

や
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ

ん
。
み
ん
な
で
仕
事
を
Ｇ
Ｅ

Ｔ
し
よ
う
と
い
う
考
え
。
松

岡
康
彦
前
委
員
長
の
と

き

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
自
動
車

に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
が
、

昨
年
度
か
ら
始
め
た
『
医
療

産
業
』
と
い
う
テ
ー
マ
も
前

回
好
評
で
し
た
。
今
後
は
こ

の
テ
ー
マ
を
も
っ
と
掘
り
下

げ
る
ほ
か
、
海
外
展
開
に
つ

い
て
も
、
企
業
の
経
験
談
を

聞
く
よ
う
な
講
演
会
を
聞
い

た
り
で
よ
い
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　
杉
本
委
員
長
「
今
年
度
の

目
玉
と
し
て
独
視
察
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
秋
頃
を
考
え

て
い
ま
す
。
独
の
モ
ノ
づ
く

り
産
業
の
現
状
、
そ
れ
に
「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
」
を

視
察
を
し
た
い
と
思
い

ま

す
。
具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ

か
ら
決
め
て
い
き
ま
す
が
、

滞
在
期
間
と
し
て
は
、
１
週

間
程
度
を
想
定
し
て
い

ま

す
」

　
那
須
委
員
長
「
力
を
入
れ

て
い
く
の
は
全
会
員
の
交
流

で
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
の
時
に
遊
休
機
械
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
た
よ
う
に
、
残

念
な
が
ら
今
回
起
こ
っ
た
熊

本
地
方
の
震
災
に
つ
い

て

も
、
同
じ
よ
う
な
要
請
が
あ

れ
ば
、
商
工
会
議
所
を
通
じ

て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
田
森
会
長
は
２
０
０
０
年

の
同
会
発
足
当
初
か
ら

所

属
。
こ
れ
ま
で
に
理
事
、
副

会
長
を
歴
任
。
今
回
の
会
長

就
任
と
な
っ
た
。
田
森
会
長

は
取
材
に
対
し
、
「
（
近
未

来
技
術
研
究
会
は
）
会
員
全

員
で
創
り
あ
げ
て
い
く
会
。

そ
う
し
た
会
の
利
点
を
生
か

し
た
運
営
を
し
て
い
き

た

い
」
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
、
「
現
会
員
は
青

工
研
の
関
係
者
が
多
数
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
こ
れ

ま
で
に
工
業
部
会
と
関
わ
り

が
な
か
っ
た
企
業
の
会
員
も

増
や
し
た
い
」
と
の
抱
負
も

述
べ
た
。

　
一
方
、
西
澤
相
談
役
は
「
技

術
の
変
化
が
激
し
い
な

か

で
、
会
活
動
を
通
じ
て
、
『
変

化
の
そ
の
先
』
を
見
据
え
ら

れ
る
よ
う
な
会
運
営
を
や
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て

い
た
。

　
総
会
で
は
、
今
回
の
役
員

案
も
含
め
１
〜
５
号
議
案
ま

で
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
新
役
員
は
以
下
の
通
り

（
敬
称
略
）

　
▽
副
会
長
・
吉
田
英
訓
（
ミ

ヨ
シ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

社
長
）
、
那
須
隆
仁
（
三
恵

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
務
）

▽
理
事
・
大
谷
保
憲
（
ボ
ー

ド
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
社
長
）
、

大
西
威
一
郎
（
ク
フ
ウ
シ
ヤ

社
長
）
、
久
保
田
浩
章
（
相

模
螺
子
社
長
）
、
杉
本
祥
一

（
ハ
イ
ス
ポ
ッ
ト
社
長
）
、

鈴
木
和
弥（
東
鈴
紙
器
社
長
）

▽
監
事
・
久
保
誠
（
オ
ー
エ

イ
社
長
）
、
村
上
泰
弘
（
共

立
機
械
製
作
所
社
長
）

　
な
お
、
当
日
は
通
常
総
会

に
続
き
、
第
１
回
例
会
を
開

催
し
た
。

　
「
人
工
知
能
は
人
間
を
超

え
る
か
　
〜
進
化
す
る
Ａ
Ｉ

と
ビ
ジ
ネ
ス
の
近
未
来
〜
」

を
テ
ー
マ
に
三
菱
総
合
研
究

所
　
先
進
デ
ー
タ
経
営
事
業

本
部
 
Ｉ
o
Ｔ
活
用
事
業
推

進
グ
ル
ー
プ
主
席
研
究
員
の

寺
邊
正
大
氏
が
講
演
を
お
こ

な
っ
た
＝
講
演
詳
細
は
次
号

掲
載
予
定
。
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左から那須氏、早川氏、杉本氏

近    未    来
技術研究会新会長に田森氏

相模原商工会議所工業部会通信　2016年５月

３
委
員
長
に
聞
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

独視察などを検討
医療参入、最先端IoTテーマに

総会の様子
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相談役に就任した西澤氏

挨拶する田森新会長

　
工
業
部
会
で
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、
Ｇ

Ｅ
Ｔ
（
早
川
正
彦
委
員
長
）
、
Ｔ
Ｒ
Ｙ
（
杉
本
祥
一
委
員

長
）
、
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
（
那
須
隆
仁
委
員
長
）
の
３
委
員

長
に
今
年
度
の
方
針
を
聞
い
た
。

　
近
未
来
技
術
研
究
会
は
27
日
、
通
常
総
会
を
開
催
し
、

新
会
長
に
田
森
幸
一
氏
（
双
葉
工
業
社
長
）
と
す
る
役

員
案
な
ど
を
承
認
し
た
。
田
森
氏
は
同
日
か
ら
新
会
長

に
就
任
。
西
澤
勇
司
前
会
長
（
キ
ャ
ロ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

ズ
社
長
）
は
、
同
会
相
談
役
と
な
っ
た
。
田
森
新
会
長

は
、
「
精
一
杯
努
力
し
て
い
く
。
先
代
の
想
い
を
引
き

継
い
で
会
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
て
き
た
い
」
と
決
意

を
語
っ
た
。
　


